
　1949（昭和24）年の群馬県岩宿遺跡の発掘
によりローム層中から石器が見つかり、日本
において初めて旧石器時代の存在が確認され
た。丸山遺跡は1954（昭和29）年に市川市教
育委員会から古墳の調査を依頼された明治大
学により、千葉県で初めて本格的な旧石器時
代の発掘調査が行われ、黒曜石をはじめとす
る石器の集中地点が見つかったのである。
　千葉県では地表面から約２ｍ掘削するだけ
で、古くは３万数千年前に遡る石器群がみつ
かる。富士山など火山灰の給源が近い神奈川
県の相模野台地では同時期の石器群を見つけ
るには約８～９ｍ掘らなければいけないこと
を考えると、２万年以上の旧石器時代の歴史
が「ギュッ」と凝縮しているのが、下総台地
の特徴である。発掘調査によって多くの旧石
器が発見されやすいという理由もそこにある。
　現在、丸山遺跡は住宅地となっているため
広く周辺を見渡すことはできないが、江戸川
に面した堤防から、旧石器時代の人々が見た
であろう当時の景観を想像してみてはいかが
だろうか。出土した石器は現在、市立市川考
古博物館で常設展示されているので、博物館
へもぜひ足をお運びいただきたい。

　千葉県の北半エリアは、平坦な下総台地が
広がり、日本列島で最大面積を誇る関東平野
の一角を占める。旧石器時代はいわゆる「氷
河期」にあたり、現在より寒冷・乾燥の気候
であった。最寒冷期（約2.8～2.5万年前）に
おいて、平均気温は６～８度低く、海水面は
現在よりも120ｍ以上低下していたといわれ
ている。「氷河期」において東京湾は完全に
陸地で、その中央を流れる川は、江戸期の東
遷前の利根川や多摩川などが合流しながら、
今の三浦半島のあたりで、太平洋に注いでい
た（古東京川）。そのため下総台地は相対的
に海抜150ｍまで上昇し、植生を含め、現在
とは異なる景観が広がっていた。
　下総台地では旧石器時代の人々が使った石
器や石器を作る際に飛び散った石のかけらが
多く見つかっている。これまでの調査によっ
て、千葉県では1,000か所を超える旧石器時
代の遺跡が見つかっているが、その先駆けと
なったのが市川市の丸山遺跡である。
　丸山遺跡は市川市国府台４丁目にあり、下
総台地の西端、市川市と松戸市の境界に近く、
江戸川に面した標高25ｍの舌状台地の先端に
あった。
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丸山遺跡の位置
（千葉県HP“ふさの国文化財ナビゲーション”より）

発掘当時の丸山遺跡
（市川市史より）

柳原水門近くの堤防から江戸川を望む現在の景観
（東京スカイツリーが見える）


